	No
	チェック項目
	内　　　　　容
	評　価

	1
	目標は会社方針と合っているか？
	目標は会社方針→部門目標→課の目標とブレイクダウンされるものです。方向性は会社方針と合っていなければなりません
	

	2
	目標は部門、課の目標達成に役立つものか？
	目標はブレイクダウンとボトムアップで決めていきます。当然、目標は部門、課の目標達成に役立つものでなければなりません
	

	3
	目標は他部門の目標と矛盾していないか？
	仕事は１人で独立して行うものではありません。自分のことだけ考えて目標を設定して、それが他部門に悪い影響を与えるものでは問題があります
	

	4
	目標は業績向上に貢献するものか？
	仕事上の目標ですので、その目標を達成することによって、自分の担当している業務のなかで業績向上に役立つものでなければなりません
	

	5
	目標は日常の仕事のなかから設定されているか？
	目標は自分の仕事のなかから設定するものです。担当の仕事と関連しない自己啓発目標だけでは、目標にはなりません
	

	6
	目標は改善、改革的なものを含んでいるか？
	目標は従来のやり方を少し変えるなど、変化のあるものでなければなりません。昨年と同じ方法というのでは目標になりません
	

	7
	努力すれば達成可能なものか？
	目標管理では、目標を達成することにより満足感を得ることも１つの目的です。したがって目標は努力すれば達成できることが前提です
	

	8
	目標は本人の能力よりやや高いものになっているか？
	高い目標に挑戦し、達成することで能力開発に結びつけるということも目的の１つです。したがって、能力よりやや高い目標を設定することが大切です
	

	9
	目標達成の手段・方法が具体的に書かれているか？
	目標が未達になる原因に、手段・方法が設定時に明確に書かれていないということが挙げられます。具体的に書かれていれば途中修正も可能です
	

	10
	達成水準が明確になっているか？
	目標管理を人事考課にも活用するとなると、ここが一番大切です。達成度が評価できる書き方になっているかを十分検討しておく必要があります
	

	11
	ウェイトは重要度を加味して設定されているか？
	１つひとつの課題（目標）に対してのウェイトは重要度を加味して設定されているか、またウェイトが１～２項目に偏って設定されていないか
	


完成した目標管理カードの再チェックリスト
◎…明確になっている


○…ほぼ明確


×…問題あり








